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【緒論】 近年，低温大気圧プラズマを用いたライフサイエンス分野での研究が年々増え続けて

いる．特にプラズマから生成される活性酸素や活性窒素として知られている化学活性種(reactive 

oxygen and nitrogen species, RONS)が, 細胞や組織の活性化や不活性化などの生体反応を引き起こ

すことが重要であることがよく知られている．我々は 2013 年から現在に至るまで大気圧プラズマ

ジェットから生成された RONSの生体内への移送や RONSを利用した癌治療法の開発を行ってい

る．一方，2018年以来，再生医療分野でもプラズマの活用性を試し，特に骨再生に注目して研究

を続けている．これまでウサギ骨欠損モデルを用いた先行研究では，プラズマが骨再生を促進す

ることを明らかにした．本研究では，3Dプリンターを用いてウサギ骨欠損モデルを再現して，プ

ラズマから生成された RONS が骨欠損部のどの範囲まで供給されたかを可視化することを目的と

して行われた． 

【実験方法と結果】 本研究で用いた骨欠損モデルは，3Dプリンター(da Vinch Jr. Pro)で印刷され

た．深さ 10 mmの 10×10 mm2正方形の穴を基準に，深さおよび広さを変えた様々モデルを用い

て行った．図 1に示すように，プラズマジェットの照射は，ノズルを底面の中心に底面から 10 mm

の距離で固定して照射した．また，照射時間は 5分から 15分まで変化させた．図 2(a)に示すよう

に，3D骨欠損モデルの内部にろ紙で作成した KI-デンプン紙を張り付け，ROS の分布を可視化し

た．プラズマを照射した後，KI-デンプン紙の底面および側面が呈色することが確認された．この

ことから，プラズマで生成された ROS が骨欠損モデルの底面だけでなく，側面にも供給されてい

ることが示された．この結果は，先行研究で行われた in vivo 実験において，プラズマにより生成

された ROS が骨再生を促進することを裏付けるものであった．ROS の効果を定量化するために，

呈色した KI-デンプン紙の輝度の解析なども行った． 
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Irradiation distance

10 mm

I.D.

4 mm

He flow rate

2.0 L/min

Power

35 kHz

10 kVpp

 

図 1 実験装置の概略図 
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図 2 KI-デンプン紙 

(a)未処理 (b)15分処理 
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